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1.はじめに 

日本の社会問題として，人口問題が挙げられてお

り，対策として国や地方自治体が行っている地域活

性化や地域創生 1)は，地域資源を活用やイベントの

開催による交流人口の増加，定住や移住を促進する

ことによる人口増加を狙った政策や活動が行われて

おり「地域外からの人の獲得」を重要視している．本

稿の目的は，外出行動と地域に存在している人の意

識の関係性を示すことの意義を考察することである．

紙面の都合上，既往研究の整理とアンケート調査の

内容の報告とし，アンケート調査の結果は講演時に

報告する． 

2.既往研究の整理 

2.1 地域活性化に携わる主体ごとの地域への意識 

既往研究 2)-8)のレビューを通じて，地方での地域活

性化に関わっている人たちが持つ地域への意識につ

いて整理したものを表 1 に示す．これに対して本研

究では地域内部での地域活性化における人と地域の

関わりという観点から，「市民と住民」の地域への意

識について着目する．表 1 より市民や住民の意識と

しては，住民による地域活性化の活動をすることで，

生活面のニーズや地域資源を活用することによるブ

ランドイメージの向上や地域資源や文化の継承，地

域の景観保全といった意識がある．  

2.2 外出行動と地域活性化 

また，地域活性化に対する意識が外出行動と関係

すると考えられる．既往研究では，買い物サービスや

自動運転車の利用による外出頻度への影響 9)，10)や，

鉄道会社におけるメディア運営と拠点開発を通じた

地域コミュニティづくりの有用性 11)，「消費行動」が

「地域愛着」に及ぼす影響 12)について論じられてい

る．同様の既往研究は多くみられるが，外出行動のパ

ターンと地域への意識についての関係を見る研究は

数少ない．以上を踏まえて本研究では，地域と人を結

ぶ要素を，外出頻度や交通手段，外出目的といった外

出行動とし，外出行動と地域への意識の関係性から

地域活性化の課題を示す． 

3.「外出行動」と「地域への意識」の関係性の調査 

3.1 調査目的 

従来の地域活性化の政策は「地域外からの人の獲

得」を重要視しているが，本研究では地域活性化を人

と地域の関わりとしてとらえたうえで，地域に存在

している人たちの地域への意識が地域活性化に影響

しないのかと考える．したがって本研究のねらいを

改めて論じると，地域と人を結ぶ要素を外出行動と

し，外出行動と地域への意識の関係性から地域活性

化の課題を示すことにある．本研究では，「外出頻度

が多ければ地域に接する時間が⾧く，地域への意識

が多様であり，地域への関心が高い」，また「交通手

段や外出目的において，利用する回数や時間によっ

て外出行動をしている間に感じている地域への意識

が異なる」という考え方に基づき，次の仮説について

検証する．すなわち，「外出頻度や利用している交通

手段，外出目的といった外出行動と，地域内部の人た

ちの地域への意識の間には相関がある」．この仮説を

検証するために，アンケート調査を実施する． 
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表 1 主体と「地域への意識」「地域の価値」2)-8) 
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3.2 調査内容 

調査は，web 調査を利用して全国の調査モニタを

対象に行った．調査項目は，表２の示すとおり，Q1

～Q4 では地域への意識の質問として、Q1 では地域

の人の中心市街に対して感じる観点，Q2 では地域の

人の地域活動への参加状況，Q3 では地域資源や地域

ブランドに対する認知度，Q4 では生活環境を充実さ

せている要素，また，Q5～Q7 では外出行動に関す

る質問として，Q5 では 1 週間の外出頻度，Q6 では

利用する交通手段，Q7 では外出目的について聞くた

めに，このような 7 項目に設定した．分析方法は，

回答結果より，クロス集計を行って，項目ごとの相関

や関係性を分析した． 

4.まとめ 

本稿では，地域活性化に携わる主体ごとの地域へ

の意識と，地域活性化に対する意識と外出行動の関

係性についての既往研究を整理し，外出行動と地域

への意識の関係性を調査する目的について述べてき

た．また，アンケート調査の結果については，講演時

に調査結果を報告する． 
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表 2 アンケート項目 

Q1.あなたが住む町や中心市街地を利用する際に感じる 
観点は次のうちどれですか． 
「若者の流入・流出」「来街者の増加・減少」「小売業等
商業施設の増加・減少」「オフィス等業務機能の向上・
低下」「医療・福祉サービス機能の向上・低下」「教育サ
ービスの機能の向上・低下」「商業・公共サービスの各
種施設の状態」 
Q2.あなたが住んでいる地域で行われている地域活動に 
どれだけ参加していますか． 
・複数参加している・参加している・参加していない 
※地域活動の例は，交流，お祭り伝統行事，防災，交通
安全，高齢者福祉，子育て支援，青少年の育成，環境保
全，スポーツなどに関するボランティア活動や町内会活
動です． 

Q3.あなたが生活している地域の地域資源や地域ブラン
ドについてどれだけご存じですか． 
「農林水産品・伝統工芸・観光資源・技術・産業基盤・
地域の歴史や文化」の項目に対して 
「よく知っている・知っている・どちらでもない・知ら
ない・全く知らない・存在しない」 
の 6 項目から一つ選択 
Q4.あなたの住んでいる地域の生活環境に関して，今，
生活を充実させている要素としてあてはまるものを選択
してください． 
「公園が身近にあること」「海や山，川，水辺などの自
然景観があること（公園を除く）」「建造物などの街並み
がきれいなこと」「安全に歩ける歩行・自転車空間が整
備されていること」「買い物などの都市サービスの利便
性があること」「近隣に対する暮らしのマナーやモラル
があること」「地域のコミュニティとのつながりがある
こと」「その他（自由記述）」「特にない」 
Q5.あなた自身の，１週間に外出する日数として最も多
いパターンを次のうちから選択してください． 
7 日・6 日・5 日・4 日・3 日・2 日・1 日・しない 
・外出の定義：屋外に出た場合を外出とする 
※ただし，家の敷地内での活動における外出は除く 
※通勤通学の場合，学校や仕事終わりに立ち寄った場合
を外出とする 
〔Q5 で「7 日」「6 日」「5 日」「4 日」「3 日」「2 日」「1
日」のいずれかを選択した方〕 
Q6.日常生活で利用する交通手段のうち，最も利用回数
の多いものと最も利用時間の⾧いもの，それぞれ１つず
つ選択してください． 
鉄道・バス・自家用車・徒歩・自転車・その他 
〔Q5 で「7 日」「6 日」「5 日」「4 日」「3 日」「2 日」「1
日」のいずれかを選択した方〕 
Q7.日常生活の中での外出目的のうち，外出回数の最も
多い目的と行動時間の最も⾧い目的を，それぞれ１つず
つ選択してください． 
通勤・通学・業務・通院・買い物・食事・家族や知人と
会う・レジャー（娯楽・趣味を含む）・その他 
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